
 

 

第 2次米沢市農業振興計画（素案）の修正内容等について（第 2回米沢市農政審議会分） 

 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

1 

第 3章 

1.目指す本市農

業の将来像 

19 

～ 

20 

目指す将来の姿で「若者が希望を持てる魅力ある

農業の実現」とあるが、農業界全体が希望もってい

かないと、若者に影響を及ぼさない。「農業者が希

望をもって」としてはどうか。 

第 3章のタイトルを「米沢市の農業振興の基

本理念と基本方針」から「目指す本市農業の将

来像と基本方針」に変更しました。また、第 3

章の「1.基本理念及び目指す将来の姿」を「1.

目指す本市農業の将来像」に変更し、「「もうか

る農業」の実現」に向けて取組を進めていく旨

の内容に変更しました。 

有 

2 

第 3章 

3.農業産出額の

目標 

23 10年後の算出額 75億について、６次産業も含め

て考えれば、もう少し目標は高くてもいいのではな

いか。 

第 3 章 目指す本市農業の将来像と基本方針

における「3.農業産出額の目標」について、過

去の実績や将来の展望などを再度精査し、目標

額を「83億円」に修正しました。 

有 

3 

第 3章 

1.目指す本市農

業の将来像 

20 作業量、出費が重なり、米の収量が減り、なんと

かやらなきゃいけないところで、地域の人だけです

るというのが限界にきている。もう少し、一押し、

文章の表現を考えてほしい。夢をもって農業に携わ

れるようにしてほしい。 

 第 3 章 目指す本市農業の将来像と基本方針

における「1.目指す本市農業の将来像」におい

て、本文を「地域資源を活用した６次産業化等

の取組による「付加価値の向上」やスマート農

業用機械の導入等による「生産性の向上」を推

進することで、安定的な農業経営が図られ、そ

の結果として新規就農者の増加につながるな

ど、農業者が希望を持てる好循環の農業が実現

されると考えます。」の文言に修正しました。 

有 

1



 

 

 

 

 

 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

4 

第 4章 

1-（1）多様な

担い手の育成と

確保 

27 

～ 

28 

親元就農の新規の方とか、移住で就農されている

方が本市には存在しているので、支援を推進してい

ただきたい。 

第 4章 施策の展開 1-（1）「多様な担い手の

育成と確保」の「①新規就農者・後継者」にお

いて、「補助事業等の活用による支援や交流の

場を創出する旨の内容」を記載しています。 

無 

5 

第 4章 

1-（1）多様な

担い手の育成と

確保 

27 親元就農の割合が低い。やはり「もうかる農業」

が重要であり、補助事業を含め、参入率を高める政

策が必要ではないか。 

第4章 施策の展開 1-（1）「多様な担い手の

育成と確保」の「①新規就農者・後継者」に

おいて、本文に「若い世代にとって農業が魅

力的な職業になることを目指し、もうかる農

業へ向けた支援制度の拡充や関係機関と連携

し、次世代を担う農業者の育成・支援に力を

入れていきます。」の文言を追記しました。 

有 

6 

第 4章 

1-（1）多様な

担い手の育成と

確保 

28 新規就農の仲間づくりということで、新規就農者

に声をかけてネットワークを作ってもらえるとい

い。本来なら自発的がよい。県の農業支援でかつて

の経営塾では山形県内の同期でネットワークを作

っており、お互い刺激をうけている。他の自治体で

も市単位で行っているところもある。お互いの経営

を高めあうことになるので、米沢市でも取り組んで

ほしい。 

第4章 施策の展開 1-（1）「多様な担い手の

育成と確保」の「①新規就農者・後継者」に

おいて、「今後の施策」の内容として、「交流

の場を設けることにより、ネットワークによ

る仲間づくりや安定した農業経営と生活基盤

を確立できるよう、総合的な支援を実施しま

す。」の文言を追記しました。 

有 

2



 

 

 

 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

7 

第 4章 

1-（1）多様な

担い手の育成と

確保 

28 ばらばらの農家ではなく、集落農家、集落農営、

法人化が最終的にはいいのではないかと考える。米

沢市で農業を助けてくれる大きな大企業を引き込

むことをしていただければと思う。 

第4章 施策の展開 1-（1）「多様な担い手の

育成と確保」の「②集落営農・法人等組織」

において、本文に「法人化や組織化に向けた

知識・技術等を習得するための勉強会や研修

会の実施や支援事業による施設・機械等の導

入支援などにより、地域の農業経営の受け皿

となる集落営農・法人等組織の育成・確保に

努めます。」の文言を記載しています。 

無 

8 

第 4章 

1-（1）多様な

担い手の育成と

確保 

30 農業を支えているのが小規模農家だけれど、つや

姫は面積条件がある、青色申告が必要などと様々な

制約があるために、小規模農家にとって魅力がな

い。小規模農家が安定して農業を続けられる施策が

一つでもあったらいいのではないか。 

 

第 4章 施策の展開 1-（1）「多様な担い手の

育成と確保」の「⑤高齢農業者・兼業農家」に

おいて、本文に「高齢農業者や兼業農家も小規

模農家ではあるが、地域農業を支える重要な役

割を担っていることから、多様な担い手が一体

となり、安定して地域農業を守っていく施策を

実施します。」の文言を追記しました。 

有 

9 

第 4章 

1-（2）地域計

画の推進 

32 地域計画は毎年見直しを行っていくことが重要

である。 

第 4章 施策の展開 1－（2）「地域計画の推

進」において、本文に「今後も継続した話し合

いを行いながら策定した計画を定期的に見直

し、より具体性・実効性のある計画へとブラッ

シュアップしていきます。」の文言を記載して

います。 

無 

3



 

 

 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

10 

11 

第 4章 

1-（2）地域計

画の推進 

32 未整理地は受け手がいないため、未整理地を整備

することも重要ではないか。 

未整理地を整理するためには、調査・設計費がか

かる。実費が地主経費となり、その経費が出せない

ことで区画整理が進まないところがある。浅川地区

などいい事例もあるのに、 それにのれない地区も

ある。未整備地区で大型機械が動くわけがない。 

第4章 施策の展開 1-（2）「地域計画の推

進」において、本文に「将来的に土地改良事

業が必要不可欠である地域もあることから、

土地改良事業によるほ場や農業用排水などの

整備も推進していきます。」の文言を記載して

います。 

無 

12 

第 4章 

2-（1）土地利

用型作物の振興 

34 酒米について、農業者自身が酒屋を探す必要があ

るという現状がある。酒米についても簡単に取り組

めるというのもいかがなものかと考える。 

 

第 4章 施策の展開 2-（1）「土地利用型作物

の振興」の「①稲作の振興」において、本文の

「さらに、本市では地酒で乾杯を奨励する「お

しょうしな乾杯条例」が施行されており、酒米

についても、酒造業者・団体等と連携し、置賜

農業振興協議会が実施するおきたま食のモデ

ル地域実行協議会が開催する「おきたま地酒サ

ミット」などを通してＰＲしながら地産地消を

目指します。」の文言を削除しました。 

有 

13 

第 4章 

2-（1）土地利

用型作物の振興 

35 

～ 

36 

田の作付面積は、再生協に関わっている面積かと

思うが、作付面積の現状把握についてもしっかり把

握する必要がある。 

 

第 4章 施策の展開 2-（1）「土地利用型作物

の振興」の「②大豆の振興」、「③そばの振興」

において、それぞれの作付面積の現状値（R5）

について、転作ベースの面積からゲタ対策ベー

スの面積に変更し、それを基に目標値を再設定

しました。 

有 

4



 

 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

14 

第 4章 

2-（2）園芸作

物の振興 

39 野菜は排水対策が必要である。５年水張ルールが

あるがまた水を張るというのはいかがなものかと

思う。メリットがない。 

 

第 4 章 施策の展開 2-（2）「園芸作物の振

興」において、本文に「水田活用の直接支払交

付金の交付対象田の見直しを受け、その対応が

求められています。」の文言と「作物やほ場条

件等に応じて水田のブロックローテーション

や畑地化を進め、国等の事業を活用しながら、

本作化を目指します。」の文言を追記しました。 

有 

15 

第 4章 

2-（2）園芸作

物の振興 

41 温暖化対策により果樹など被害が出ているが、地

球温暖化は 1人 1人が努力するしかない。 

 

第 4 章 施策の展開 2-（2）「園芸作物の振

興」の「②果樹の振興」において、本文に「労

働不足や販売価格の低迷、近年の異常気象によ

る被害などで離農し、樹体を伐採し廃園せざる

を得ない園地の増加が懸念されています。」の

文言を記載しております。 

無 

16 

第 4章 

2-（2）園芸作

物の振興 

43 花き農家が減っている中でりんどう栽培者が若

干増えている。 

第 4 章 施策の展開 2-（2）「園芸作物の振

興」の「③花きの振興」において、「主な品目別

振興計画」の「②りんどう」に「多くの初期投

資を必要とせず、市場需要が高い品目のため、

近年栽培者が増えています。」の文言を追記し

ました。 

有 

17 

第 4章 

2-（3）畜産の

振興 

46 畜産は、機械、施設など投資が大きい。既存施設

の更新でさえ費用が大きい。支援がかかせない。 

 

第 4章 施策の展開 2-（3）「畜産の振興」の

「①畜産の生産振興」において、「今後の施策」

として、「施設・機械・家畜などの導入・更新に

かかる支援」の文言を追記しました。 

有 

5



 

 

 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

18 

第 4章 

2-（3）畜産の

振興 

46 耕畜連携の自給飼料の生産、置賜育ちの米沢牛の

価値を高めていってほしい。 

 

第 4章 施策の展開 2－（3）「畜産の振興」

の「②自給飼料作物の生産振興」において、本

文に「耕畜連携による自給飼料作物の生産拡大

を目指して、補助事業を有効活用しながら自給

飼料関連機械の導入を図るとともに、飼料費の

低コスト化に関する先進事例を関係機関で共

有し、輸入飼料価格の変動に左右されない畜産

経営体を目指します。」の文言を追記しました。 

有 

19 

第 4章 

3-（1）6次産

業化の推進 

49 ６次化産業というからには、金額的な規模が必要

ではないか。道の駅米沢での金額等を積み上げるこ

とにより、６次産業の目標というのが見えるのでは

ないか。 

第 4章 施策の展開 3-（1）「６次産業化の推

進」において、新たに「道の駅米沢かあちゃん

の台所販売額」の目標値を設定しました。 

 

有 

20 

第 4章 

3-（1）6次産

業化の推進 

49 ６次産業の成功に必要なのは、売れる商品を扱え

るか、確かな販路があるかということ。 

第 4章 施策の展開 3-（1）「６次産業化の推

進」において、本文に「農畜産物の生産から販

売につながるような支援体制の充実に努め、道

の駅米沢の農産物直売施設や加工施設などを

最大限に活用しながら」の文言を記載していま

す。 

無 

21 

第 4章 

3-（1）6次産

業化の推進 

49 グリーン・ツーリズムでは、上杉まつりの関連事

業が参考となる。親子でセッティングすることによ

り高い値段でも訪れ、リピートもしてくれる。 

第 4章 施策の展開 3-（1）「６次産業化の推

進」において、本文に「地元観光業でも積極的

に活用してもらえるよう取組の拡大に努めま

す。」の文言を追記しました。 

有 

6



 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

22 

第 4章 

3-（2）地産地

消・地産訪消・

食育 

50 食育については、学校給食で十分にできている。

農家と学校の連携もあるので、現状を維持していた

だきたい。 

 

第 4章 施策の展開 3-（2）「地産地消・地産

訪消・食育」の「①多様な地産地消・地産訪消

の取組」において、「今後の施策」の内容とし

て、本文に「学校給食共同調理場において、地

元産食材をどのような方法で活用していける

のかを関係機関・団体等と協議し、地産地消を

図ります。」を記載しています。 

無 

23 

第 4章 

3-（3）グリー

ンツーリズムの

推進 

53 

～ 

54 

また南原地区で活動されている方は、関係人口を

増やすということにつながっている。直接的ではな

いがすばらしい先例があるので、農業の振興にも力

を貸していただければよいでのではないか。 

 

第 4章 施策の展開 3-（3）「グリーン・ツー

リズムの推進」において、新たに「地域の協力

体制構築や観光イベントとのタイアップを図

ります。」の文言を追記しました。 

第 4章 施策の展開 3-（3）「グリーン・ツー

リズムの推進」の「②観光・教育・福祉との連

携」において、「今後の施策」の内容として、

「農業者や地域住民の誇りや達成感を醸成で

きるような体験、交流機会の創出や関係人口を

増やす機会を検討します。」の文言を追記しま

した。 

有 

24 

第 4章 

4-（2）中山間

地域の農業生産

活動 

57 デメリットの説明も必要。栽培管理が必要。毎日

の日々の管理が大事となる。余裕の時間があるの

か。他の作物を削ってりんどうにシフトしていくの

か。がんばってやれるかという意思確認をしていか

ないないと難しい。 

第 4章 施策の展開 4-（2）「中山間地域の農

業生産活動」において、本文に「冷涼な気候に

適しているリンドウやワラビ等の山菜、有害鳥

獣による被害が少ないうこぎ等の作付け、そし

て中山間地域の特性を活かした高付加価値生

産等を検討します。」の文言を追記しました。 

有 

7



 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

25 

第 4章 

4-（2）中山間

地域の農業生産

活動 

57 わらびを転作作物としている方もおり、すばらし

いものを生産しているので、高値で売れている。今

後、拡大して需要があるのか、販路を探し、確立し

ていかないといけない。 

第 4章 施策の展開 4-（2）「中山間地域の

農業生産活動」において、本文に「販売にお

いては平坦部と同様の出荷形態のみではな

く、６次産業化により農畜産物を加工して販

路を拡大する等、地域一体となった特色のあ

る取組を支援します。」の文言を記載しており

ます。 

無 

26 

第 4章 

4-（2）中山間

地域の農業生産

活動 

57 中山間地域でのりんどうの振興を進めていきた

いと考えており、取組を始めている。米沢市の農家

と産地見学会（勉強会）を実施した。普及課からも

所得を示しながら支援している。 

 

第 4章 施策の展開 4－（2）「中山間地域の

農業生産活動」の「①中山間地域等直接支払

制度の推進」において、「今後の施策」の内容

として、「集落における説明会を実施します。

集落協定で定めた目標を達成するために助

言・指導等を行います。」の文言を記載してお

ります。 

無 

27 

第 4章 

4-（3）有害鳥

獣の被害防止対

策 

60 個体数調整とは具体的にどういうことなのか。ど

の数字がベストなのかもわからない。猿が山にもど

るというのは考えにくい。地域住民との方と鳥獣被

害についての話し合いも必要だと考えている。 

  

第 4章 施策の展開 4-（3）「有害鳥獣の被害

防止対策」において、「今後の施策」の内容と

して、新たに「「環境整備」「被害防除」を行っ

たうえで、群れごとの加害状況や群れの規模等

を踏まえた適切な捕獲手法を選択し、加害個体

の捕獲を実施します。」の文言を追記しました。 

第 4章 施策の展開 4-（3）「有害鳥獣の被害

防止対策」において、「今後の施策」の内容と

して、新たに「研修会や集落環境点検を行い、

集落全体の被害意識を醸成するとともに、地域

が主体となった対策を推進し、被害に強い集落

の形成を目指します。」の文言を追記しました。 

有 

8



 

 

 

 

番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

28 

第 4章 

5-（1）環境保

全型農業の推進 

61 土づくりを基本とし、化学肥料を使わないのが望

ましい。完熟たい肥を作ってもらうこと、それに対

する支援をしてもらえるとよい。 

 

第 4章 施策の展開 5-（1）「環境保全型農業

の推進」の「①土づくりと資源の循環利用促進」

において、本文に「堆肥等の有機物施用の土づ

くりを基本とした生産方式の導入を推進して

いくとともに、資源循環型農業のシステムの構

築を支援し、この取組を広く浸透させていきま

す。」の文言を追記しました。 

有 

29 

  今後 10 年先を見通した計画として地域計画の策

定を行っているところだが、本気でまもる場所を設

定し、取り組む必要がある。山林化しているところ

は非農地化し、守っていくところに予算をつぎこむ

ことが必要ではないか。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 

無 

30 

  補助金をもらうためだけに認定農業者になった

人もいる。再認定の際、５年間あったらできそうな

ものをできていないというのは本気度がないとい

うことで審査からふるい落としてもいいのではな

いか。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 

無 

31 

  青色申告にも取り組まないというのでは、認定農

業者となるのは御遠慮いただいてもいいのかと考

える。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 無 

32 

  今後の施策で取り組むことが多くなるが、役所の

マンパワーでは限界にきている。実行できるのかで

きないのかが最終的に関わってくる。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 無 
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番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

33 

  道の駅の販売物に米沢の物品がもっとあっても

よいのではと思う。買取販売ということで道の駅が

鶴岡、県外（九州）の販売スペースを確保している

ことを不思議に思っている人も多い。地場産のもの

があるので、もうすこしスペースを確保していただ

けるよう是正していただきたい。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 

無 

34 
  新規就農に必要なのは農機具。新規就農者に機械

のレンタルがあってもいいのではないか。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 
無 

35 
  農機具メーカーに現状を伝え、レンタルサービス

を打診してもいいのではないか。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 
無 

36 

  水稲経営は莫大な設備投資が必要である。作業委

託した場合、委託料を払うと生産者に残るものがな

いのでそこを補助してもらえると水稲にも参入し

やすいのではないか。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 
無 

37 

  地産地消を伸ばすためには、観光業、レストラン・

旅館で積極的に使ってもらう必要あるため、ＰＲを

していってほしい。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 無 

38 
  公共牧場、畜産団地の形成をうまく利用し、コス

ト削減を考えていってほしい。 

今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 
無 

39 
  家畜伝染病の対策強化が重要。 今後、取組を進めるうえで検討させていただ

きます。 
無 

40 

  ６次産業化にはマーケティングの意識が大事。ど

ういった需要があるのかを外の目線からみる必要

がある。 

御意見として、今後、取組を進めるうえで参

考とさせていただきます。 

 

無 

41 
  担い手等に、優良農地として残すことが大事であ

り、区画整理を進めているところ。 

御意見として、今後、取組を進めるうえで参

考とさせていただきます。 
無 
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番号 
項目 

(編・章) 
頁 意見の内容 回答 

修正の 

有無 

42 

  ワラビやリンドウを中山間地域で栽培する人に、

どの程度の作業、経費が必要なのか、十分な説明が

必要で大事である。 

御意見として、今後、取組を進めるうえで参

考とさせていただきます。 無 

43 

  冷涼な気候を生かし、りんどう栽培に、最大限本

気度を出せるのか。これから進めていく上では、ど

のくらいの価格で取引されているのかをデータを

とり、今後始める人に説明してくことが大事。 

御意見として、今後、取組を進めるうえで参

考とさせていただきます。 
無 

44 
  りんどうは稲作よりは収益があがるが、大規模に

はできない。 

御意見として、今後、取組を進めるうえで参

考とさせていただきます。 
無 
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